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食　　物

ラットの血漿コレステロールと遊離アミノ酸に文徊‘る飼料中タンパク質含量

　(目的)地腹コレステロール(Choi)濃度は、種々の食事因子によって容易に変動することが

知られている。摂収タンパク質の種mや含量も変動要因の一つであり、一般にChoi負荷条件で

はタンパク質含量の上昇により、血漿Choiは低下する報告力侈い。しかし、演者らは、Donryu

系ラットを用いタンパク質含量の違いによる血漿Choiの変動は、タンパク質の種類により異な

ることを報告した。また、摂取タンパク質含量の上昇により、特定の血漿遊離アミノ酸が変動

するとの報告がある。そこで本研究は、摂収タンパク質含量の違いによる血漿Choiと血漿遊離

アミノ酸の変動を明らかにするため、タンパク質源としてカゼイン、卵アルブミン、/b波グル

テンを用い検討した。

　(方法)実験動物には５週齢で、体重約UOgの'Wislar系雄ラットを各群5司I]いた。試験飼料

は、タンパク質源としてカゼイン、卵アルブミン、/｣波グルテンを用い、それぞれ10%、20％、

30％、^％群を設けた。なお、詐＼にChoiを負荷した。飼育は試験m料と水を自山に部民させ。

３遡I'J}行った。飼育μ験終了後、血漿と肝臓の閉i成分、＼腹の遊離アミノ酸を測定した。

　(結果)血漿cholは、カゼイン、卵アルブミン飼料とも、!O％群に対し20％、30％、50％で低

下したが、小麦グルテン非＼は!O％、20％、30％群で有意な差はなく、50％群で有意に低下し

た。川応holはそれぞれの肺＼とも10％、20％、30％B似)順に低‾ドし、/｣波グルテンfir琳では

更にm％群で哲ﾄﾞした。血漿遊離アミノ酸は、カゼイン、卵アルブミン飼料でタンパク質含量

の｣溌に従って必須アミノ酸総量が上昇した。しかし、/j波グルテン飼料では10％、20％、30

％群で有意な差はなく、50％群で有意に上界した。血漿Choiと遊離アミノ酸の変動は、Vaに

Leuで有意な負の相関、Asp、Alaで有意な正の相関を示した。

I Pa－10 高齢ラットの低タンパク質栄養への適応
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　目的　タンパク質栄養の必要量はライフスタイルに適応し変化するものと考えられる。
そこで，すでに成長を終えた高齢ラットにタンパク質含量の異なる飼料を与え，飼育中の

体成分の変化を観察し，生体のタンパク質栄養への適応について検討した。
　方法　７ヶ月齢の雄SDラットを１ヶ月間2 0％カゼイン食にならした後，それぞれ0 ,

5 , 10，20％カゼイン食の4 群に分け，さらに5 3日間飼育した。実験開始日からの

１週間と最終日の窒素出納を測定するとともに，開始日と最終日の体脂肪および除脂肪体

成分比率を. EM-SCANを用いて測定した。また，飼育終了後に屠殺し血中の総タンパク質，
アルブミン，グロブリン，トリアシルグリセD ールおよびコレステD ―ルの値を測定した。

　結果　5％カゼイン食群と1 0 %カゼイン食群の窒素出納li 1日目には大きく負に傾く

が前者Ii4日目に，後者は２日目に窒素平衡Ｏに戻り，以後この状態を維持した。無タン
パク食群の体重は実験開始から約2 0％減少したが，このほとんどが除脂肪体成分の滅少

によるものであった。他の３群はいずれも除脂肪体成分を維持した。血中タンパク質につ
いては，総タンパク質，アルブミン，グロブリンとも無タンパク食群では明らかに低く，

5 %カゼイン食群では1 0 ％および2 0％カゼイン食群より低値ではあったが平常値の範
囲に留っていた。血中コレステロールについても同様の傾向がみられたが，トリアシルグ

リセロールについては5 %カゼイン食群では平常値よりやや低い値であった。以上の結果
より，高齢ラヅトは5 ％というタンパク質含量の低い食餌でも適応し，窒素平衡と体成分

を維持することが明らかになった。
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